
手法

喜界島の島民の方が喜界島の自然や文化、観光と未来についてどのような意見を持っているか調査するため、漁師の方、移住者の方、役場の総務

課の方、農業をしている方にインタビューを行った。また喜界島の自然や文化について、喜界島および喜界島と同様にサンゴ礁の沿岸に位置する

沖縄県石垣島白保集落の漁師の方にもインタビューを実施した。

結果 (赤文字は共通意見)

背景・目的
喜界島は、鹿児島県の離島で、鹿児島市と沖縄県本島の間に連なる奄美群島内で最も北東部に位置する。（図1）人口は、
令和6年6月末時点で6,343人。島の大半が隆起サンゴ礁でできており、世界でも有数の年間約2mmの隆起速度であること
が知られている。主な農業として、サトウキビ畑が広がり、サトウキビから作られる黒糖は島の特産品となっている。ま

た国内最大のゴマ産地としても知られている。私が今回この研究をしようと思ったきっかけは、サンゴ留学でこの喜界島

に来て、他の地域にはない自然や、島の景観を自分たちが大人になったときにも残し続けたいと思い、どうしたらサンゴ

礁の島として喜界島を残していけるかを考えたいと思ったからだ。未来に豊かな自然環境を残すためには、喜界島の良い

ところを知り、周りに伝えていくことが大切だと考えている。この研究では、様々な人に自然との繋がりについて聞き、

どうすれば未来に残していけるかを考えたい。

考察
人口をこれ以上減らさないためにも何かしらの取り組みをしたり、一度島から離れても戻って来たいと思う島作りが重要だと考える。また、この
島の自然を未来にも残すためには、ポイ捨てをしたりせず、ゴミ拾いなどのボランティアを積極的に行うことが島の自然を残していくことにも繋
がると考える。これらのことから、喜界島の島民の皆さんは自分たちの島を大切に想い、そんな喜界島をもっと島外の人にも知って欲しいと思っ
ていることがわかった。この島をどうしたらもっと島外に発信することができるかを考える必要がある。

結論と展望
今後、他の職業や幅広い年齢層の方にインタビューや島民の方を対象としたアンケートを実施してより多くの島民の方の考えを知りたい。そし
て、最終的にはテーマである「喜界島を未来に残すために」を少しでも達成するために自分にできること、そして島民の皆さんができる取り組み
を考えていきたい。

喜界島に残る自然景観 左から空から見た喜界島 ガジュマル巨木 スギラビーチ サトウキビの一本道
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